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国民公会（、。ごくのご己○口目回・目］①）は、一七九一一年九月一一○日から一七九五年一○月一一六日までのフランスの一院制の
議会であり、フランス革命の最盛期とも言うべきこの時期に、立法権の承ならず行政権や司法権の一部をも行使して、革
テ
ル
ー
ル
命の中枢的機能を果たした。国王の処刑、恐怖政治、そしてテルミドールなど、さまざまな激動がこの国民公会のもとで
生じたことはよく知られていよう。本稿は、その国民公会の議員たち（延べ人数八九七名）が、この激動の過程で、また
そ
の
後
の
政
情
の
変
化
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
生
き
、
ど
の
よ
う
に
死
ん
だ
の
か
を
簡
単
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
運
命
を
さ
ぐ
る
ことは、私にとって、単に個人的な興味をそそるにとどまるものではない。それは、革命とは何かという問題を考えるう
え
で
一
つ
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
の
手
が
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
か
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
理
由
を
、
現
在
の
革
命
史
研
究
の
状
況
に
即
し
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
従来、フランス革命はブルジョワ革命であると言われて来たが、その通説に対するいわゆる「修正主義派」からの批判
を
一
つ
の
契
機
に
し
て
、
今
日
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
い
か
な
る
意
味
で
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
で
あ
る
と
言
え
る
の
か
、
さ
ら
に
は
、
そ
も
そ
も
ブ
（１）
ルジョワ革命とは何か、という問題があらためて提起されている。この問題について、さきに私は、フランス革命が一つ
は
じ
め
に
ｌ
革
命
と
は
何
か
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一一
、
、
、
、
、
、
のブルジョワ革命だと一一一口えるのは、それが結果においてブルジョワジーの利害に即して資本主義の発展に適合した社会を
（２）
実現したからである、という見解を述べておいた。この見解はそれ自体としては間違っていないと今でも私は老シえている
が
、
こ
の
見
解
は
、
直
ち
に
次
の
二
つ
の
問
題
を
惹
起
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
つ
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
か
え
っ
て
そ
の
後
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
展
を
停
滞
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
古
く
か
ら
の
問
題
に
関
す
る
最
近
の
研
究
動
向
に
つ
い
（３）
て
は
、
ル
マ
ル
シ
ャ
ン
に
よ
る
詳
細
な
検
討
が
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
に
す
る
。
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
結
果
に
お
い
て
資
本
主
義
の
発
展
に
適
合
し
た
社
会
を
実
現
し
た
変
革
が
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
一
九
世
紀
の
プ
ロ
イ
セ
ン
Ⅱ
ド
イ
ツ
の
改
革
や
明
治
維
新
も
ま
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
で
よ
い
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
明
治
維
新
が
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
長
い
論
争
が
あ
り
、
ま
た
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
特
殊
な
道
（４）
の○口』の【ョ①、」をめぐって、日本の場合と酷似した論争が展開されているようである。従って、この問題については、さら
に
立
ち
入
っ
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
竃
、
あ
る
変
革
が
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
で
あ
る
か
否
か
を
判
定
す
る
際
に
、
そ
の
変
革
の
担
い
手
や
経
過
か
ら
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の
結
果
（所産）だけから判定するという方法は、ドイツの「特殊な道」を批判したブラックポーンとイリーの共著において採用
（５）
されており、従って、彼らは、一九世紀のドイツの改革もまた饅ブルジョワ革命の名に値するとしている。明治維新につい
（６）
て、いわゆる「労農派」の論法がこれと同一であることは一一一一口うまでしない。この点について、結論を先に一一一一口えば、私は次の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
ま
ず
、
ド
イ
ツ
の
改
革
も
明
治
維
新
も
、
結
果
に
お
い
て
資
本
主
義
の
発
展
に
適
合
し
た
社
会
を
実
現
し
た
と
い
う
意
味
で
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
（
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
革
命
）
と
同
じ
く
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
な
変
革
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ひ
と
し
く
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
、
、
、
、
的な変革（｛『目の【・【白畳・ロ）ではあっても、ドイツや日本の変革は上からの改革（【具・【白）であり、イギリスやフランスの
、
、
変革は革命（【①ぐ○一三一・口）であったと一一一一口うべきであろう。このように、ブルジョワ的変革をブルジョワ的改革とブルジョワ
革
命
と
に
区
分
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
成
立
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
社
会
が
、
ひ
と
し
く
資
本
主
義
社
会
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
資
本
主
義
の
歴
史
的
性
格
を
著
し
く
異
に
す
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
資
本
主
義
の
歴
史
的
性
格
の
差
異
に
つ
い
て
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
こ
こ
で
生
じ
て
来
る
次
の
問
題
に
は
簡
単
な
検
討
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
革
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、
、
、
、
、
、
命と改革とを区分する規準は何か、広く一一一口えば、革命とは何か、という問題である。
（庁Ｉ）
革命とは何かという問題については近年で１もなお検討が続けられているが、ここでは、その定義を論じるより１も、最近
の
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
私
の
経
験
を
紹
介
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
そ
れ
は
、
一
九
八
六
年
夏
に
、
中
部
大
学
国
際
関
係
学
部
の
主
催
で
開
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア
の
近
代
化
と
社
会
変
動
」
の
第
二
部
、
総
合
討
論
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
明
治
維
新
」
に
参
加
し
た
経
験
（ＣＯ）
である。この総合討論において、河野健一一氏は、明治維新とフランス革命はと７屯に近代国家の成立に帰結したという意味
、
、
、
、
で
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
が
、
私
は
、
明
治
維
新
は
革
命
で
は
な
く
て
改
革
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
。
｝
よ
た
、
柴
田
、
、
、
一一一千雄氏は、一九世紀ドイツの変革は革命ではなくてブルジョワ革命の代替物であると主張されたが、木谷勤氏は、それ
、
、
を「上からの革命」であると主張された。従って、》」の討論では、革命とは何か、革命と改革とを区分する規準は何か、
、
、
、
、
という点に論議が絞られたのである。この点について、柴田氏は、社会革命を伴う？乱Ｄのが革命であると述べられたが、私
、
、
は、断絶を伴う１兀い）のが革命で、断絶の要素の乏しい，恥）のが改革であると述べた。このように私が極めて抽象的な指摘をす
る
に
と
ど
ま
っ
た
の
は
、
二
つ
の
理
由
に
よ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
社
会
革
命
を
伴
う
？
も
の
だ
け
を
革
命
と
す
る
こ
と
に
疑
問
が
あ
っ
た
か
ら
で
あり、？もう一つは、革命とは何かを追究するためには私の全く不馴れな領域１１たとえば「政治文化」や「心性」の領域
－
１
１
に
立
ち
入
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
まず、社会革命のｏＱｐ］【①ぐ・］己。ごについて一一一一口えば、ここで小）また社会革命とは何かという問題が出て来てしまう。管
見
の
範
囲
で
は
、
社
会
革
命
に
つ
い
て
は
二
つ
の
考
え
方
な
い
し
定
義
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
マ
テ
ィ
ニ
に
代
表
さ
れ
る
＄）のであり、彼は、ジョレスの「フランス革命の社会主義的歴史」への序文において次のように述べた。「ブルジョワジ
ーは、フランス革命が一つの政治革命にすぎなかったと信じさせようと試ゑて来た。だが、今や、プロレタリアートは、
（、刃））
それが一つの所有の革命目①閃のぐ・｝三・口。①一四℃【・ロ【屋のすなわち社会革命であったことを知るであろう」、と。？もう一
つは、スコッチポールに代表されるものであり、彼女は次のように述べている。「社会革命とは、ある社会の状態および
階級構造の急速かつ根本的な変革で、しか？恥）、下からの階級的蜂起０－口ののＩ富の＆【①ぐ・」〔の【【・白ワの」○コ「を伴いかつ部分的
（、）
にその蜂起によって遂行●された変革である」、と。マティエは所有のあり方の変革を重視し、スコッチポールは下からの階
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次に、革命とは何かという問題の追究が「政治文化己。］一口８］Ｃ巨一宮【の」や「心性日のロ三一芯」の領域にかかわらざるを
えないことについて述べよう。これまで私は主として経済史の研究に従事し、フランス革命についてもいわば経済的決定
（旧）
論の立場をとって来た。ところが、革命とは何かという、いわば究極の問題に直面して、この問題はどうやら心性や文化
の問題として考察されるべきであるらしいということに気付いた。その理由はこうである。明治維新および戦後改革を経
た現在の日本の社会と、フランス革命やイギリス革命を経た西欧の現代社会との間にはいくつかの重大な差異があるよう
に思われるが、その差異は、さきに触れた資本主義そのものの歴史的性格の差異に由来すると同時に、むしろそれ以上
に、両者の文化や心性の差異に由来しているように思われるのであり、この点は、つい先ごろの天皇逝去前後の情況によ
っても痛感されたところである。そうだとすれば、ここから遡って、革命と改革とはどこが違うのかという意味で革命と
は何かを問おうとする場合には、どうしても心性や文化の面からのアプローチが必要になるであろう。かつてルフェーヴ
（ｕ）
ルは「革命的行動とは精神の次一兀の問題である」と喝破したが、今日、ヴォヴェルらによって「革命的心性」が追究さ
（応）
（陥）
れ、また、国際的な規模で革命前後の「政治文化」が論じられているのも、革命を革命たらしめているゆ賤えんのものが心
性
や
文
化
の
中
に
探
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
それでは、心性や文化（さしあたり政治文化）の面から見て、革命と改革の差異はどこに求められるであろうか。その
差異は、さきに触れたように、革命が心性や政治文化の面での断絶を伴うのに対して、改革はその面で断絶よりもむしろ
級的蜂起を重視しており、この一一つは社会革命の指標としてともに重要であると言えよう。だが、このような社会革命呼
伴う（ないし社会革命の実質を備えた）変革だけを革命とするならば、一七世紀のイギリス革命は、所有のあり方を直接
に変えたしのではなさそうであり、また、下からの階級的蜂起によって媒介されたものでもなかったようであるから、革
命の名に値しないということになるであろう。実際、スコッチポールの取り上げる社会革命にはイギリス革命は含まれて
（ｕ）
（、）
おらず、また、ラスレットのイギリス革命抹殺論も社会革命の不在を一つの論拠にしている。しかしながら、私は、イギ
リス革命もまた一つの革命であったと考えており、従って、社会革命を伴うものだけを革命とすることに疑問を感じるの
である。
次に、
法
政
史
学
第
四
十
一
号
四
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他方、フランス革命の場合、その前後に連続の要素が多々あることは周知のところである。しかしながら、私は、連続
説の創始者トクヴィル自身が次のように述べていることをむしろ重視したい。．七八九年に、フランス人たちは、それま
で
ど
ん
な
国
民
も
試
永
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ほ
ど
の
努
力
を
傾
け
て
、
ゑ
ず
か
ら
の
運
命
を
い
わ
ば
一
刀
両
断
し
て
し
ま
お
う
と
し
、
従
来
の
ゑずからのあり方と爾後のゑずからの望むあり方とを裁然と区切ろうとした。この目的に向かって、彼らは、自分たちの
新しい状態の中に過去からは何物をも持ち込むまいとあらゆる注意を払い、自分たちの父祖とは全く違った人間になるた
（四）
め
に
あ
ら
ゆ
る
犠
牲
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
」
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
こ
の
意
図
が
結
局
は
成
功
し
な
か
っ
た
と
し
て
連
続
説
を
主
張
す
る
の
で
あ
、
、
、
、
ろ
が
、
ｎ
本
の
場
合
と
の
比
較
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
断
絶
の
意
図
の
成
否
で
は
な
く
て
存
否
（
な
い
し
強
弱
）
で
あ
る
。
強
烈
な
断
絶
の
れに
ろ、
。１－１
明治維新が心性や政治文化に多くの変化をもたらしたことは確かであろう。明治九年、東京に着任した直後のエルウィ
レ
ポ
ル
チ
オ
ソ
（灯）
ン
・
ベ
ル
ッ
は
、
当
時
の
日
本
が
「
途
方
も
な
く
大
き
い
文
化
革
命
」
の
渦
中
に
あ
る
と
記
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
か
ら
顧
ゑ
て
、
維新や敗戦が日本人の心性や日本の政治文化に果たして断絶をもたらしたかどうか、私は大いに疑問とせざるをえない。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
一
つ
の
特
徴
的
な
事
実
は
、
維
新
お
よ
び
敗
戦
に
際
し
て
旧
体
制
の
支
配
者
の
蒙
っ
た
運
命
が
イ
ギ
リ
『
〈
革
命
や
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
場
合
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
九
月
二
八
日
、
永
井
荷
風
は
、
天
皇
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
の
あ
の
会
見
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
た
。
「
我
等
は
今
日
ま
で
夢
に
だ
に
日
本
の
天
子
が
米
国
の
陣
営
に
微
行
し
て
和
を
詩
ひ
罪
を
謝
す
る
が
如
き
事
の
あ
り
得
べ
き
を
知
ら
ざ
り
し
な
り
、
此
を
思
へ
ぱ
幕
府
滅
亡
の
際
、
将
軍
徳
川
慶
喜
の
取
り
得
た
る
態
度
は
今
日
の
陛
下
よ
り
も
遙
に
名
誉
あ
（旧）
りしものならずや」。まことに、維新の変革にもかかわらず、将軍慶喜は名誉を保ち得、大名小名ことごとく華族になりお
お
せ
た
。
そ
し
て
、
荷
風
を
驚
か
せ
た
昭
和
の
天
皇
の
運
命
も
、
今
日
か
ら
顧
承
れ
ば
さ
し
た
る
激
変
を
閲
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
、
日
本
の
改
革
が
、
革
命
と
は
異
な
っ
て
、
心
性
や
政
治
文
化
の
面
で
の
連
続
性
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
の
根
源
の
一
つ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
連続を伴うという点にあると思われる。断絶と言い連続と一一一一口うも、もとより相対的に過ぎず、この分野に不馴れな私は多
くの論拠を挙げることができない。ただ、国民公会議員の運命をここで取り上げたこととの関わりで、若干の所感を述べ
ておきたい。
国民公会議員の運命（遅塚）
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意図の存在は、心性に多大な影響を及ぼすだろうからである。従って、私は、革命の一○年は人間を変えたと強調するヴ
（卯）
オヴェルの説に共感を覚』える。そして、このような断絶の意図の存在は、政治文化にも大きな変化を与えるに違いない。
か
つ
て
私
は
、
革
命
期
の
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
一
村
落
の
村
庁
議
事
録
を
検
討
し
た
と
ぎ
、
戸
数
約
三
五
○
の
こ
の
村
落
に
お
い
て
、
一
七
八
九
年一一一月の全国三部会議員選挙のための集会に出席した者が一九名にすぎなかったのに対して、革命期に開催された各種の
住民集会の出席者数が、九一年一一月には六○名、九一一年一一一月には八○名、九一一一年一一一月には八五名、そして九三年一一一
（、）
月
に
は
一
九
六
名
と
増
加
す
る
の
を
見
た
。
革
命
は
、
草
の
根
の
政
治
文
化
を
も
変
え
た
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
、
日
本
の
改
革
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
、
心
性
や
政
治
文
化
の
面
で
の
断
絶
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
は
、
旧
体
制
の
支
配
者
の
運
命
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。
け
だ
し
、
革
命
は
、
国
王
を
処
刑
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
過
去
と
の
妥
協
の
道
を
閉
ざ
し
た
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
国
王
処
刑
の
前
日
、
国
民
公
会
議
員
ル
バ
は
次
の
よ
う
に
書
い
た
。
「
今
や
わ
れ
わ
れ
は
投
げ
出
さ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
背
後
の
道
は
断
た
れた｝①のＳの三口のの。ご〔【・日皀のｑの国臼①ロ・ロの。好むと好まざるとにかかわらず前進しなければならない。今こそ、目
（犯）
由
に
生
き
る
か
そ
れ
と
も
死
ぬ
か
、
と
一
一
一
一
口
う
べ
き
と
き
で
あ
る
」
。
こ
う
書
い
た
ル
パ
自
身
、
そ
れ
か
ら
一
年
半
の
の
ち
、
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
に
自
殺
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
革
命
は
、
国
王
を
処
刑
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
国
王
の
処
刑
を
決
定
し
た
国
民
公
会
議
員
た
ち
に
も
そ
の
責
任
を
と
ら
せ
た
。
お
よ
そ
革
命
の
時
期
ほ
ど
、
公
人
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
言
動
の
責
任
を
追
及
さ
れ
る
と
き
は
あ
る
ま
い
。
改
革
を
以
て
革
命
に
代
位
し
（幻）
た戦前の日本が（そしておそらくは戦後の日本もまた）、老大なる「無責任の体系」を生糸出したとするならば、革命は、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
公
人
が
そ
の
責
任
を
文
字
通
り
ゑ
ず
か
ら
の
血
で
蹟
う
声
」
と
を
不
可
避
な
ら
し
め
た
。
革
命
に
よ
る
断
絶
は
、
そ
の
断
絶
の
責
任
の
明
確
化
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
、
そ
れ
は
以
後
の
国
民
の
心
性
と
政
治
文
化
と
に
測
り
知
れ
ざ
る
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
最
初
に
私
は
、
国
民
公
会
議
員
の
運
命
を
さ
ぐ
る
こ
と
が
革
命
と
は
何
か
と
い
う
問
題
を
考
え
る
う
え
で
一
つ
の
手
が
か
り
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
と
記
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
ほ
ぼ
以
上
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。
序
論
に
多
く
の
紙
数
を
費
し
た
わ
れ
わ
れ
は
、
さ
っ
そ
く
本
論
に
移
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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九二年九月一一○日に公会が開会したとぎ、議員定数は七四九名であったが、その定数は、本来の正議員七○七名と、補
欠議員から正議員になった者四二名とで構成されていた。開会までのうちに四二名もの補欠議員の正議員への昇格が必要
省
略
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
一七九一一年八月一○日の蜂起によって立憲王政が事実上崩壊したのち、新しい憲法を作成する任務を託された国民公会
（以下、公会と略記する）の議員の選挙が行われた。この選挙では、二一歳以上の成年男子で、一年以上同一地に居住
し、独立の生計を営む者（住承込よの下男□。白のの口巨のを除く）はすべて選挙権を与えられたから、これは、フランス史
（別）
上最初の普通選挙（ただし間接選挙）であった。被選挙権は、以上の資格に加陽えて一一五歳以上とされ、最年少の議員サン
・ジュストは辛うじて二五歳になったばかりであった。選挙は九二年八月末から九月初にかけて行われたが、投票率は低
（配）
く、全体として有権者の一割ほどにとどまったとされる。
公会議員の定数は七四九名であったが、その他に、相当数の補欠議員の二つ］臼皀のが選出されていた。それは、議員の
死
亡
な
ど
に
よ
っ
て
欠
員
が
生
じ
た
と
き
に
補
欠
選
挙
を
行
う
の
で
は
な
く
、
あ
ら
か
じ
め
補
欠
議
員
を
選
出
し
て
お
い
て
、
そ
こ
か
ら
欠
員
を補充するためである。例えば、ソンム県では、二一名の正議員を選出した他に若干の補欠議員を選出しておき、正議員
のうち三名が会期中に欠員になった（病死・辞職・刑死それぞれ一名）とぎ、補欠議員三名が順次に正議員として公会に
（妬）
席を占めた。従って、会期途中で補欠議員から正議員になった者を加』えた公会議員の人数は、議員定数をかなり上回るこ
とになる。さらに、会期途中に植民地および新領土から新たに選出された新議員を加えなければならない。これらすべて
を加えた公会議員の総数、つまり、九二年九月一一○日から九五年一○月二六日までの公会の会期中に一度でも正議員とし
て公会に席を占めた者の総数（以下ではこれを延べ人数と記す）は、八九七名に達する（その内訳は後述）。この八九七
（町）
（犯）
名の公会議員ｎ．ごくのロロ・ロロ①」のについては、クチンスキーの詳細な人名辞典があり、また、．〈トリックの研究と、最近発
（”）
表
さ
れ
た
デ
ュ
ー
ル
ヴ
ー
の
簡
便
な
論
文
と
が
あ
る
。
以
下
の
記
述
は
主
と
し
て
こ
の
三
点
に
依
拠
し
て
お
り
、
煩
を
避
け
て
細
部
の
註
記
は
国
民
公
会
議
員
の
運
命
（
遅
塚
）
公
会
議
員
の
人
数
と
党
派
別
構
成
七
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と
さ
れ
た
の
は
、
次
の
二
つ
の
理
由
に
よ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
本
来
の
正
議
員
と
し
て
選
出
さ
れ
な
が
ら
議
員
に
な
る
こ
と
を
辞
退
し
た
者
が
一九名あったことであり、もう一つは、同一人が複数の県で正議員に選出された者（多重当選者）が十数名おり、その結
果
と
し
て
、
一
一
三
名
分
の
欠
員
が
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
と
き
の
選
挙
は
選
李
区
（
県
）
ご
と
の
立
候
補
者
を
対
象
に
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
一
方
で
辞
退
者
が
出
る
と
と
も
に
、
他
方
で
多
重
当
選
者
が
出
た
の
で
あ
る
。
辞
退
者
一
九
名
の
な
か
に
は
、
イ
ギ
リスの著名な化学者プリーストリや、『ポールとヴィルジーーー』で有名な作家サン・ピエールなどのほか、当時の内務大臣
ロ
ラ
ン
も
含
ま
れ
て
い
た
。
ち
な
承
に
、
ロ
ラ
ン
は
、
そ
の
妻
と
と
も
に
ジ
ロ
ン
ド
派
の
領
袖
で
あ
り
、
妻
の
刑
死
を
知
っ
て
自
殺
し
た
。
多
（犯）
重
当
選
者
は
、
い
わ
ば
全
国
的
に
名
の
知
ら
れ
た
者
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
多
く
は
苦
難
の
道
を
歩
ん
だ
。
す
な
わ
ち
、
処
刑
さ
れ
た
者
が
五
名
（
ブ
リ
ッ
ソ
と
カ
ラ
は
ジ
ロ
ン
ド
派
と
し
て
、
エ
ロ
ー
・
ド
・
セ
シ
ェ
ル
は
ダ
ン
ト
ン
派
と
し
て
、
ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
ア
ナ
カ
ル
シ
ス
・
ク
ロ
ーッはエベール派として、ロベスピエールはテルミドールに）、自殺した者が一名（ジロンド派のコンドルセ）、である。
多
重
当
選
者
の
中
に
は
、
『
人
間
の
権
利
』
の
著
者
ト
マ
ス
・
ペ
イ
ン
や
、
『
第
三
身
分
と
は
何
か
』
で
著
名
な
シ
エ
イ
ェ
ス
も
含
ま
れ
て
い
た
。
ペ
イ
ン
が
フ
ラ
ン
ス
で
投
獄
さ
れ
ア
メ
リ
カ
で
も
つ
い
に
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
こ
れ
に
反
し
て
、
シ
エ
イ
エ
ス
が
革
命
の
激
動
を
（弧）
巧
妙
に
く
ぐ
り
抜
け
て
長
い
政
治
生
命
を
保
っ
た
こ
と
は
、
わ
が
国
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
よ
う
。
そ
の
シ
エ
イ
エ
ス
で
さ
』
え
も
、
国
王
の
処
（犯）
刑
に
賛
成
し
た
が
故
に
、
復
古
王
政
期
に
は
国
王
試
逆
者
と
し
て
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こうして、開会までのうちに、四二名の補欠議員が正議員に昇格していたが、その後も、議員の死亡・辞職・逮捕など
に
よ
っ
て
、
補
欠
議
員
の
昇
格
が
続
き
、
九
五
年
一
○
月
一
一
六
日
に
公
会
が
解
散
す
る
ま
で
の
間
に
、
新
た
に
二
六
名
の
補
欠
議
員
が
正
議
員になった（開会までに昇格した四二名を含まない）。さらに、会期中に、海外植民地から新たに選出された新議員が一七
名
、
併
合
さ
れ
た
新
領
士
（
新
設
三
県
）
か
ら
選
出
さ
れ
た
新
議
員
が
一
五
名
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
公
会
議
員
の
延
べ
人
数
は
、
開
会
当
初
の議員定数七四九名に、その後の昇格者一一六名と新議員一一三名とを加えて、八九七名になる。
さ
て
、
国
民
公
会
の
内
部
で
い
わ
ゆ
る
ジ
ロ
ン
ド
派
と
山
岳
派
の
対
立
が
激
化
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
公
会
議
員
の
党
派
別
構成を算定することは大変に困難である。なぜなら、ジロンド派も山岳派も、またその中間のいわゆる平原派（沼沢派）
も
、
今
日
の
政
党
の
如
き
組
織
的
集
団
で
は
な
く
て
、
ご
く
ゆ
る
や
か
な
グ
ル
ー
プ
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
オ
ー
ラ
ー
ル
以
来
、
何
人
か
法
政
史
学
第
四
十
一
号
八
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定
数
七
四
九
名
を
以
て
開
会
し
た
公
会
が
最
初
に
逢
着
し
た
大
問
題
は
、
国
王
の
裁
判
で
あ
っ
た
。
八
月
一
○
日
の
蜂
起
の
直
後
に
王
権
は
停
止
さ
れ
、
九
月
一
一
二
日
か
ら
フ
ラ
ン
ス
は
共
和
制
に
な
っ
て
い
た
。
公
会
は
、
’
一
月
に
、
通
常
の
裁
判
所
で
は
な
く
公
会
自
身
が
国
王
（正式にはもと国王ルイ・カペ）の裁判を行うことを決定し、一二月から裁判が始まった。九一一一年一月一五日から判決に
（妬）
関
す
る
投
票
が
始
ま
り
、
ま
ず
、
ル
イ
は
、
「
自
由
に
対
す
る
陰
謀
と
国
家
の
安
寧
に
対
す
る
侵
害
」
の
か
ど
で
有
罪
と
さ
れ
た
（
若
干
の
棄
（Ｗ）
権
を
除
く
全
員
一
致
）
。
次
い
で
、
判
決
を
人
民
投
票
に
か
け
る
こ
と
が
否
決
さ
れ
、
最
後
に
、
一
月
一
六
日
の
夜
八
時
か
ら
、
ル
イ
に
い
か
な
る
刑
を
課
す
か
に
つ
い
て
の
指
名
点
呼
に
よ
る
投
票
が
始
ま
り
、
翌
一
七
日
の
夜
八
時
に
投
票
が
終
っ
た
。
こ
の
と
き
の
議
長
（
ヴ
ェ
ル
ニ
ョ
ー）による集計は翌一八日に訂正されて、最終結果は次のように報告された。すなわち、議員定数七四九名、欠席者一一三
名（うち公務出張中が一五、病気が七、無届が一）、棄権者五名、従って、投票者総数七一一一名、うち、死刑賛成が三八
（犯）
七
名
、
そ
の
他
（
監
禁
等
）
が
三
一
二
四
名
、
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
過
程
で
死
刑
の
執
行
を
延
期
す
べ
き
で
あ
る
か
否
か
が
問
題
に
な
っ
た
た
（羽）
め、一月一九日に執行延期の可否が問われ、一一一八○対一一一一○で延期は否決された。ルイの処刑は翌々二一日に執行され
の歴史家が、重要事項の採決に際しての各議員の態度を規準にして、各党派別の議員数を算定しようと試みている。公会
では、重要事項については、無記名投票ではなく、指名点呼による投票ぐ・〔の旨【四壱①一口・三目一が行われたから、各議
員の態度は明瞭なのである。しかし、それらの歴史家の算定結果にはかなりの開きがあり、今日の通説と言えるものがあ
るわけではない。従って、ここでは、代表的な算定結果を紹介するにとどめたい。まず、ジロンド派議員数は、。ハトリッ
（羽）
クによれば一七八名、オーラールによれば一六五名、ショーミエによれば一一一一七名、である。次に、山岳派議員数は、パ
（鈍）
トリックによれば一一一○二名、ブリュネルによれば一一六七名、である。また、中間の平原派については、パトリックは約二
（弱）
五○名としている。
ため
○国王
の
死
刑
が
決
定
さ
れ
た
一
月
一
六
・
一
七
日
の
投
票
に
つ
い
て
、
私
は
と
く
に
次
の
点
に
注
意
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
そ
れ
は
、
僅
二
開
会
か
ら
解
散
ま
で
の
間
の
公
会
議
員
の
運
命
国
民
公
会
議
員
の
運
命
（
遅
塚
）
九
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公会の開会からこの一月一七日までの約四カ月間に、議員の異動は二名であった（病死・辞職各一名、いずれも補欠議
員によって補充）。だが、これ以降、議員の異動が次第に増加する。九三年一月一七日から九五年一○月一一六日の公会解
（仰）
散
時
ま
で
の
議
員
の
異
動
を
整
理
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
で
あ
る
。
Ａ
減
少
数
、
三
一
六
名
、
そ
の
内
訳
は
、
１
刑
死
五
八
名
（
う
ち
三
名
は
辞
職
後
）
２
自
殺
一
五
名
（
う
ち
一
名
は
辞
職
後
）
死
刑
に
賛
成
し
た
ル
・
ペ
・
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
か五名の棄権者と一名の無届欠席者とを除いて、公会議員のほとんど全員が、順次に立って、この決定的な問題に関する
ゑずからの意見をゑずからの責任において堂々と述べたということである。死刑に賛成するにせよ反対するにせよ、この
日の一言が自分の生命にかかわるであろうことを、公会議員はいずれも熟知していたはずである。現に、一月一一○日には
死
刑
に
賛
成
し
た
ル
・
ペ
ル
テ
ィ
エ
が
暗
殺
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
間
も
な
く
、
死
刑
賛
成
者
に
も
反
対
者
に
も
、
苛
酷
な
運
命
が
待
ち
受
け
８
逮
捕
ま
た
は
告
発
（
逃
亡
）
一
六
七
名
Ｂ
増
加
数
、
二
四
八
名
、
そ
の
内
訳
は
、
１
補
欠
議
員
か
ら
昇
格
二
四
名
２
植
民
地
・
新
設
県
か
ら
の
新
議
員
一
一
三
名
３
逮
捕
や
告
発
か
ら
復
帰
一
○
二
名
法
政
史
学
第
四
十
一
号
（い）
７
外
国
で
投
獄
五
名
４
そ
の
他
の
死
亡
（
含
獄
死
）
二
七
名
５
辞
職
（
前
記
四
名
を
含
ま
ず
）
一
一
三
名
６
理
由
不
詳
の
長
期
欠
席
八
名
減少数、三一
１
刑
死
五
八
２
自
殺
一
五
３
暗
殺
四
名
一
○
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ギ
ロ
チ
ン
断頭台で処刑された五八名のうち、最ｑも多いのはジロンド派の一二五名（ブリッソ、ガデ、ヴェルニョー、バルバルーな
ど）であり、その他に、エベール派が二名（クローッとシモン、処刑されたエベール自身は議員ではない）、ダントン派
そ
｝
ア
し
が九名（ダントン、デムーラン、エロー・ド・セシェルなど）、「穏和派」とされた者が二一名（王族フィリップ・エガリテ
な
ど
）
、
以
上
四
九
名
が
い
わ
ば
恐
怖
政
治
の
犠
牲
者
で
あ
る
。
処
刑
さ
れ
た
五
八
名
の
う
ち
の
残
る
九
名
は
、
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
か
ら
公
会
解
散までに処刑された者であり、まずテルミドール一○日に処刑されたロベスピニール派が四名（ロベスピエール兄弟、サ
ン・ジュスト、クートン）、次いで「テロリスト」が二名（カリエとルポン）、そして、九五年五月に発生した最後の．くり
（妃）
の
民
衆
蜂
起
に
連
座
し
た
「
最
後
の
山
岳
派
」
ま
た
は
「
プ
レ
リ
ァ
ル
の
殉
難
者
」
が
三
名
、
で
あ
る
。
次
に
、
自
殺
し
た
一
五
名
の
う
ち
、
ジロンド派は六名（コンドルセ、。ヘティオン、ピュゾなど）、ロペスピエール派は一名（ルバ）、「最後の山岳派」が五名、
そ
の
他
（
王
党
派
に
捕
え
ら
れ
て
獄
中
で
自
殺
し
た
者
な
ど
）
が
三
名
、
で
あ
る
。
暗
殺
さ
れ
た
四
名
は
、
さ
き
に
触
れ
た
ル
・
ペ
ル
テ
ィ
エ
と、有名なマラーと、民衆に殺された二名（うち一名はジロンド派）とである。以上のようなＡの１から３までの合計七
七名にＡの４のなかの獄死者などを加えれば、公会解散までのうちに政治上の理由で非業の死をとげた議員は八○名を上
’
回
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
約
八
○
名
の
う
ち
、
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
以
前
に
恐
怖
政
治
の
犠
牲
に
な
っ
た
者
は
約
五
六
名
、
つ
ま
り
七
割
を
占
め
て
い
る
。
だ
が
、
恐
怖
政
治
と
国
王
処
刑
と
を
推
進
し
た
者
に
対
す
る
責
任
の
追
及
は
、
公
会
の
解
散
を
以
て
終
っ
た
の
で
は
な
い
。
そ
の
点
従
っ
て
、
解
散
時
に
は
、
七
四
｛
い
て
簡
単
に
説
明
を
加
え
よ
う
。
さ
て
、
さ
き
に
記
し
た
よ
う
に
、
公
会
が
解
散
し
た
時
点
で
の
議
員
数
は
六
八
一
名
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
他
に
、
議
席
を
失
っ
た
旧
議
員
で
生
存
し
て
い
る
者
が
た
く
さ
ん
い
た
。
そ
の
生
存
旧
議
員
の
人
数
は
、
ま
ず
、
九
三
年
一
月
一
七
日
以
前
に
辞
職
し
て
い
た
者
が
一
名
、
次
に
、
Ａ
の
５
と
６
と
７
の
合
計
が
四
五
名
、
そ
し
て
、
Ａ
の
８
か
ら
Ｂ
の
３
を
減
じ
た
も
の
が
六
五
名
で
、
合
計
一
一
名
に
な
る
。
従
っ
て、公会解散時にともかくも生存していた現議員と旧議員の総数は七九二名である。そして、公会議員の延べ人数は、前
節
で
記
し
た
よ
う
に
八
九
七
名
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
解
散
時
に
お
け
る
公
会
議
員
の
生
存
率
を
算
出
し
て
み
れ
ば
、
七
九
二
を
八
九
七
で
除
て
い
る
。
だ
が
、
恐
怖
政
治
と
国
一
は
次
節
で
触
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
国
民
公
会
露
員
の
運
命
（
遅
塚
） 七四九名から三一六名を減じ一一四八名を加えた六八一名が公会議員であった。以下、Ａの内訳につ
一
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さきに記したように、国民公会が解散したとぎ、生存していた現議員と旧議員の総数（つまり公会議員経験者で生存し
ている者の総数）は、七九二名であった。デュールヴーの調査によれば、この七九二名のうち、死亡状況の不明な者が一
（⑬）
五名で、残りの七七七名については死亡状況が確認できるという。最後に死んだ公会議員はチポードーで、その死は一八
五四年三月九日であった。だが、われわれは、この長期にわたる公会議員たちの死亡状況を詳細にたどろうとは思わな
い。ここでは、まず、ナポレオン時代が終るまでの時期について、政治上の問題で非業の死をとげた人女の状況を述べ、
次いで、王政復古が公会議員たちの運命に与えた影響を略記することにしたい。
ナポレオンの第一帝政の末期までに、確実に政治的な非業の死をとげたのは以下のケースである。処刑された者が三
名、流刑地で死んだ者が五名、内乱で殺された者が二名、自殺者が一一名、合計一一一名である。まず、処刑された一一一名は、
して、約八八％となる。逆に言えば、三年あまりの公会会期中の議員の死亡率は約一一一％である。この死亡率の中には普
通
の
病
死
も
含
ま
れ
て
い
る
。
だ
が
、
病
死
者
の
多
く
が
投
獄
や
心
身
の
苦
労
に
よ
っ
て
生
命
を
縮
め
た
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
彼
ら
を
こ
こ
で
刑
死
者
等
と
同
列
に
扱
う
の
も
あ
な
が
ち
不
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
激
動
の
三
年
間
に
お
け
る
議
員
の
死
亡
率
一
二
％
、
あ
る
い
は
そ
の
生
存
率
八
八
％
を
、
わ
れ
わ
れ
は
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
他
の
革
命
の
場
合
と
の
比
較
の
た
め
に
こ
の
素
材
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
よ
う
。
も
う
一
つ
、
こ
こ
で
提
示
し
て
お
き
た
い
数
字
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
激
動
の
三
年
あ
ま
り
の
期
間
を
通
じ
て
中
断
な
く
議
席
を
占
め
続
けた者の割合である。九一一年九月二○日の開会時の議員定数は七四九名であった。そこから、九三年一月一七日までに一一
名
が
議
席
を
失
い
、
さ
ら
に
、
そ
の
日
か
ら
解
散
時
ま
で
に
三
一
六
名
が
議
席
を
失
っ
た
（
前
記
Ａ
）
。
従
っ
て
、
中
断
な
く
議
席
を
占
め
続
け
た
者
は
、
七
四
九
か
ら
三
一
八
を
減
じ
た
四
三
一
名
で
あ
り
、
そ
の
開
会
時
議
員
数
に
対
す
る
割
合
は
、
五
七
・
五
％
で
あ
る
。
こ
の
数
字
か
ら
、
議
員
の
過
半
は
激
動
を
か
い
く
ぐ
っ
て
巧
妙
に
身
を
処
し
た
と
言
う
べ
き
か
、
逆
に
、
議
員
の
四
割
以
上
が
み
ず
か
ら
の
信
念
の
た
め
に
身
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
を
い
と
わ
な
か
っ
た
と
言
う
べ
き
か
、
こ
れ
ま
た
私
は
素
材
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る
。
三
解
散
後
の
公
会
議
員
の
運
命
法
政
史
学
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いずれも九六年九月に発生したグルネル兵営事件に連座した旧山岳派議員である。この事件は、．〈ブーフの陰謀が挫折し
た直後に、反乱を起こすと噂された．くりのグルネル兵営の兵士たちと合流しようとして集結した革命分子たちが苛酷に鎖
（“）
圧された事件であり、このとき逮捕された旧山岳派議員三名が銃殺されたのである。次に、流刑地で死んだ五名のうち、
コロ・デルポワとピョ・ヴァレンヌは、ともに恐怖政治期の公安委員会のメンバーであったため、テルミドール後の右派
（幅）
の
圧
力
に
よ
っ
て
九
五
年
三
月
に
逮
捕
さ
れ
、
同
年
四
月
の
ジ
ェ
ル
ミ
ナ
ル
蜂
起
の
の
ち
に
南
米
ギ
ア
ナ
に
流
さ
れ
た
。
流
刑
地
で
死
ん
だ
残
り
の
三
名
は
、
九
七
年
九
月
の
フ
リ
ュ
ク
チ
ド
ー
ル
の
ク
ー
デ
タ
の
後
に
同
じ
く
ギ
ア
ナ
に
流
さ
れ
た
人
々
で
あ
る
。
ま
た
、
内
乱
で
殺
さ
れ
た
二
名
と
い
う
の
は
、
い
ず
れ
も
、
フ
ラ
ン
ス
西
部
の
シ
ュ
ー
ァ
ン
（
ふ
く
ろ
う
党
）
の
反
革
命
内
乱
の
渦
中
で
反
革
命
派
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
政
治
的
な
理
由
に
よ
る
自
殺
者
二
名
は
、
い
ず
れ
も
熱
烈
な
共
和
主
義
者
で
、
一
八
○
四
年
に
帝
政
が
樹
立
さ
れ
た
と
き
に
絶
望
し
て
自
殺
し
た
の
で
あ
っ
た
。
、以上の一一一名に加えて、オーストリア兵に殺された二名も、政治的な非業の死に属すると言えよう。その一一人は、カン
ポ
・
フ
ォ
ル
ミ
オ
和
約
の
後
に
ラ
イ
ン
左
岸
の
帰
属
に
関
し
て
開
か
れ
た
ラ
シ
ュ
タ
ッ
ト
会
談
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
全
権
団
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
が
、
会
談
が
決
裂
し
た
の
ち
、
九
九
年
四
月
二
八
日
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
兵
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
。
ソ
ブ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
こ
の
殺
害
（妬）
事
件
は
、
「
革
命
的
国
民
に
対
す
る
専
制
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
争
」
と
い
う
戦
争
の
性
格
を
浮
き
彫
り
に
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
他
方
、
長
期
に
わ
た
る
戦
争
は
、
公
会
議
員
の
従
軍
と
戦
死
を
も
た
ら
し
た
。
九
八
年
の
ア
ブ
キ
ー
ル
湾
の
海
戦
か
ら
一
八
一
二
年
の
ロ
シ
ア
遠
征
の
敗
退
に
至
る
ま
で
、
四
名
の
公
会
議
員
が
戦
場
で
死
ん
だ
。
だ
が
、
こ
れ
は
政
治
的
な
死
と
は
言
え
ま
い
。
第
一
帝
政
が
崩
壊
し
て
王
政
復
古
に
な
っ
た
と
ぎ
、
そ
れ
ま
で
生
き
延
び
て
来
た
公
会
議
員
、
と
く
に
、
九
三
年
に
国
王
の
処
刑
に
賛
成
し
た「国王試逆者忌四口□のの」は、ポナ。ハルト派とともに、苛烈な復讐の危険にさらされた。「白色テロル」の横行は深刻
な
社
会
不
安
を
も
た
ら
し
た
。
一
八
一
六
年
一
月
一
二
日
に
大
赦
令
が
発
布
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
協
力
し
た
国
王
試
逆
者
た
ち
は
、
死
を
免
れ
た
代
り
に
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
永
久
に
追
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
七
八
名
の
公
会
議
員
が
、
ベ
ル
ギーをはじめとして欧州各地に流れて行った。彼らのうちの百余名は、のちに許されて、あるいは七月革命まで生き延び
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
帰
る
こ
と
を
得
た
。
だ
が
、
七
一
名
は
、
空
し
く
異
郷
の
士
と
な
っ
た
。
あ
の
「
変
節
の
政
治
家
」
ジ
ョ
ゼ
フ
・
フ
ー
シ
ェ
国民公会議員の運命（遅塚）
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こ
う
し
て
延
べ
人
数
八
九
七
名
の
公
会
議
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
死
に
方
を
し
た
。
デ
ュ
ー
ル
ヴ
ー
は
、
死
亡
状
況
の
判
明
し
て
い
る
約
八
八
（⑬）
○
名
の
う
ち
、
政
治
的
な
非
業
の
死
を
と
げ
た
者
が
約
九
五
名
で
あ
る
と
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
九
五
名
と
い
う
の
は
、
さ
ぎ
に
第
二
節
で
見
た
よ
う
に
、
公
会
解
散
ま
で
の
う
ち
に
政
治
的
な
理
由
で
死
ん
だ
約
八
○
名
と
、
第
三
節
で
見
た
よ
う
に
、
公
会
解
散
か
ら
第
一
帝
政
末
ま
で
に
政
治
的
な
死
を
と
げ
た
一
四
名
と
を
合
計
し
た
も
の
と
一
一
一
一
口
っ
て
よ
い
。
八
八
○
名
の
う
ち
の
九
五
名
、
つ
ま
り
約
二
％
が
、
全
公
会
議
員
が
、
一
八
二
○
年
に
、
流
浪
の
果
て
に
ト
リ
エ
ス
テ
で
死
ん
だ
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
よ
う
。
ラ
ザ
ー
ル
・
カ
ル
ノ
ー
も
、
画
家
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
も
、
つ
い
に
フ
ラ
ン
ス
に
帰
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
最
後
に
、
山
岳
派
独
裁
期
な
い
し
恐
怖
政
治
期
の
国
民
公
会
の
活
動
の
中
心
に
な
っ
た
公
安
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
（卿）
死を迎えたかを、簡単にまとめておこう。公安委員会ｎ．己［の。①の巳三己巨ワ］－０は、国民公会内の常設委員会として九
一
一
一
年
四
月
六
日
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
初
め
の
う
ち
は
し
ば
し
ば
交
替
し
た
が
、
九
三
年
七
月
一
一
七
日
に
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
が
（蛆）
加わって以後はあまり交替せず、九一一一年九月二○日以後は一二名に固定された。その強大な権限のゆえに世に「大公安委
員
会
」
と
も
呼
ば
れ
た
こ
の
委
員
会
の
一
二
名
は
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
な
最
期
を
と
げ
た
の
で
あ
る
。
最
初
に
死
ん
だ
の
は
、
ダ
ン
ト
ン
派
と
し
て
九
四
年
四
月
に
処
刑
さ
れ
た
エ
ロ
ー
。
ｒ
・
セ
シ
ェ
ル
で
あ
る
。
次
に
、
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
の
反
動
に
よ
っ
て
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
と
ク
ー
ト
ン
と
サ
ン
・
ジ
ュ
ス
ト
が
処
刑
さ
れ
た
。
次
い
で
、
コ
ロ
・
デ
ル
ポ
ワ
と
ビ
ョ
・
ヴ
ァ
レ
ン
ヌ
が
ギ
ア
ナ
に
流
刑
に
さ
れ
、
前
者
は
間
も
な
く
九
六
年
に
死
に
、
後
者
は
一
八
一
九
年
に
サ
ン
・
ド
マ
ン
グ
で
死
ん
だ
。
ジ
ャ
ン
ポ
ン
。
サ
ン
・
タ
ン
ド
レ
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
用
い
ら
れ
て
マ
イ
ン
ッ
に
派
遣
さ
れ
、
そ
こ
で
一
八
一
一
一
一
年
に
死
ん
だ
。
カ
ル
ノ
ー
と
プ
リ
ュ
ー
ル
・
ド
・
ラ
・マルヌとバレールは一八一六年に追放された。その三人のうち、カルノーはマグデプルクで一八一一一一一年に死に、プリュ
ー
ル
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
一
八
一
一
七
年
に
窮
之
の
う
ち
に
死
ん
だ
が
、
バ
レ
ー
ル
は
、
一
八
三
○
年
の
七
月
革
命
で
帰
国
す
る
こ
と
を
え
て
、
一
八
四
一
年
に
八
五
歳
で
死
ん
だ
。
結
局
、
追
放
を
免
れ
た
の
は
、
ロ
ベ
ー
ル
・
ラ
ン
デ
と
、
プ
リ
ュ
ー
ル
・
ド
・
ラ
・
コ
ー
ト
。
ド
ー
ル
の
一一人であった。前者は一八一一五年に．くりで、後者は一八一一三年にディジョンで、それぞれ安らかな死を迎えた。
お
わ
り
に
法
政
史
学
第
四
十
一
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のうちの政治的な非業の死者である。さらに、一八一六年に追放されたまま異郷で死んだ七一名をここに加えるならば、
この比率は約一九％になるであろう。それを多いと見るか少ないと見るかは、さしあたり本稿の課題ではない。
本
稿
は
、
一
九
八
八
年
の
法
政
大
学
史
学
会
で
の
公
開
講
演
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、
は
じ
め
に
記
し
た
よ
う
に
、
革
命
と
は
何
か
と
い
う問題を考えるうえでの一つの素材を提供することだけをめざしたものである。加筆を始めたときには、イギリス革命に
おける国王試逆者の運命との比較も試永たいと思い、今井宏氏から懇切な御教示も載いたのであるが、私の怠慢のために
本
稿
で
は
そ
の
御
教
示
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
記
し
て
今
井
氏
に
お
礼
と
お
詫
び
を
申
し
上
げ
た
く
、
ま
た
、
公
開
講
演
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
法
政
大
学
史
学
会
の
関
係
各
位
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。
国民公会議負の運命（遅塚）
（２）拙著『ロベスピエールとドリヴィエ』、東京大学出版会、一九八六年、二五七’二五八、一一三五頁。
（３）●・㈲の日肖○ぽいｕ］・ロロ【の。□Ｐ鹿⑭日の回ロ８℃】Ｂ』】の日の亜叫ｂＨｏご○の□のｍＣｏｐののＰｐの口○①②Ｑの」口宛のご○旨ロ○口の旨」》のぐ。旨画。】Ｑの
房一円Ｑ］○日』①【日脚や良のい》』苫菖ａＢミ＆ミミ量⑮のＲ⑮（自記ご○一員（○苫、首冨やｓ馬》ｚ○・四己》ごロ、．
（４）松本彰「『ドイツの特殊な道』論争と比較史の方法」、「歴史学研究』五四三、一九八五年。柳沢治「最近の欧米におけるブル
ジ薑ワ革命論Ｉドイツ社会史の特殊性をめぐる論争との関連でｌ」、『西洋史研究』’七、’九八八年．
（
５
）
望
田
幸
男
訳
『
現
代
歴
史
叙
述
の
神
話
ｌ
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
』
、
晃
洋
書
房
、
’
九
八
三
年
、
三
六
‐
三
七
頁
．
（６）例えば、揖西光速・加藤俊彦・大島清・大内力「日本資本主義の成立』－、東京大学出版会、一九五五年、二○八、二四六頁。
（
７
）
歴
史
社
会
学
で
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
革
命
の
定
義
と
し
て
は
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
、
内
山
秀
夫
訳
「
変
革
期
社
会
の
政
治
秩
序
』
下
、
サ
イ
マ
ル
出
註（１）柴田三千雄「フランス革命とブルジョワジー」、柴田，成瀬編『近代史における政治と思想』所収、山川出版社、一九七七年。
ヴ
薪
ヴ
ニ
ル
、
拙
訳
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
研
究
の
現
状
ｌ
革
命
二
○
○
周
年
を
前
に
し
て
ｌ
」
、
『
士
地
制
度
史
学
』
二
七
、
一
九
八
七
年
。
な
お
、
注
意
す
べ
き
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
論
者
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
、
同
時
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
概
念そのものを否定していることである（その端的な例は、句・句日の汁》守菌⑯二口惠ミミミコ§盲言》ご鼠ロロ・Ｈｍｆ三）。
従
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
よ
う
と
す
る
論
者
は
、
同
時
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
従
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
》
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（皿）田・厨の』の豆二のミミ＆「③、ｇ⑮旧○二②己皀．．］①＄》ロ・扇四・川北稔・指昭博・山本正訳『われら失いし世界』、一一一嶺
書房、一九八六年、二四六頁以下。
（週）前掲拙著を素材にした西洋史研究会一九八七年度大会における討論の記録、『西洋史研究』一七、一九八八年、一八○頁。
（Ⅲ）○・Ｆ臼のすぐ円の．Ｃ忌貝：‐「言垣ｌｚ⑮員・ころ・ロ・ロぐ①崖の因．．ご『Ｐロ・田の・高橋幸八郎・柴田一一一千雄・遅塚忠躬訳『一七八九
年
ｌ
フ
ラ
ン
ス
革
命
序
論
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
、
二
九
九
頁
．
（巧）二．ご・ぐの』〕の。トロミミミ意思ミミごミミミ》ごｍ、。
（咄）二、車§９門⑯ミミ§・頁誉Ｏ、ミミミ弓ご只国蔑迺曼言（◎ミミ、『ぐ・』・］．＆．ご【・言・団禺の『・ぐ・］・回》＆・
す『○・門ロ○四の》得の、「ｌ骨①のＰ
（Ⅳ）トク・ベルッ編、菅沼竜太郎訳『ベルッの日記』上、岩波文庫、一九七九年、四五頁。ベルッがある人に日本の歴史について
質
問
し
た
と
き
、
そ
の
人
は
、
「
わ
れ
わ
れ
に
は
歴
史
は
あ
り
ま
せ
ん
、
わ
れ
わ
れ
の
歴
史
は
今
か
ら
や
っ
と
始
ま
る
の
で
す
」
、
と
断
言
し
た
と
い
う
、
（同上書、四七頁）。明治維新は、声」の程度まで革命的であった。
（旧）『荷風全集』第二四巻、岩波書店、一九六四年、八一一一頁。
（⑩）少。Ｑ①『ｏＤＰｐのぐＥ①》旧》』ヨミ⑮琶冗心廻冒の巴一画宛ごＣ一員｛◎葛曹］ぬ、Ｐ目胆『ユ・》。、量ミ図８ミ亘身巴》（・目》ご己》已・＄・
（別）ヴォヴェル、立川孝一訳「フランス革命における心性の変化」、『思想』七六九、一九八八年。
（Ⅲ）拙稿「フランス革命期における農民層の分解と農民諸階層の対抗関係」、岡田与好編『近代革命の研究』上巻所収、東京大学
出版会、一九七三年、一六四’一六五、一八七頁。
版会、一九七一一年、’’八一頁。ほかに、Ｓ・］・言の。Ｐぞミミご§ここ§恩・口己屋．）］①忠一□・ロ○ｍの陣の・団三ｍの
（臣・）》閃⑮己・一員ざ§毎ｍ｛三・道。、二、量目》ごｍ、．また、フランス革命史家のものとしては、シ・の・ず。こ］》Ｃロ．①の７８２の
』凹宛ひく。』巨已○口やご叩国．ご旧自記、己ミミミョ、、国菖（日馬》ロ○口ぐ①臣ののロニロ、忌凰助旦》三ｍ（・ａ⑩』自記弩、『、．ごＳｍ口》つつ．、四四【【．
（８）この総合討論の記録は、河野健二編『近代革命とアジア』、名古屋大学出版会、一九八七年、に収められている。
（９）〕・］ｐロ『心の》、観凰＆思いＣａ具（且Ｑ昌一白河ｓｏ』員（§、目ミミ馬・ロ○三○口『のぐ口の□■『シ・言胤三のＮ・山。＆・・】＠ｍ「・ロ・『・
（皿）目弓・の丙○ｓ。』・些貝目白冨巨のＣａ具冗ｇｏ』員ざ菌・白ＣＯ冒己ロ「貝ざ⑮』ヨロご恩②。「、、ロ§⑮》宛：②旨》ｐ苫＆Ｃ三菖口》］＆Ｐ己．」・
（、）スコッチポールによれば、イギリス革命は、日本の明治維新と同様に、社会革命ではなくて政治革命であるという。尋亘・》己。
、①』。
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国
民
公
会
議
員
の
運
命
（
遅
塚
）
（羽）シ・△の豆の巳のぐの巳斤》二・『〔こののＯ・曰くの口迂・目の］の》崔君君具巴萱旦ミ（倉図号冒冗ご○一員『§『§ミミ馬壹ｚＰｍ臼】］ｃ忠．な
お、邦語では、公会議員以外の人物をも含めた研究ないし略伝として、以下のものがある。樋口謹一「フランス革命の政治家た
ち」、『京都大学人文科学研究所創立二十五周年記念論文集』、一九五四年。桑原武夫編『フランス赦命の指導者』上・下、創元
社、一九五六年。同編『フランス革命の研究』、岩波書店、一九五九年、附録人物略伝。
（別）多重当選者の人数と、それぞれが何重に（何県で）当選したかについては、。〈トリック（ロ己・弓、Ｉ］ご）とデュールヴー（己・］田）
との間に鮒齢があるので、確定できない。
（別）小松春雄『評伝トマス。。ヘイン』、中央大学出版部、一九八六年。浦田一郎『シエースの憲法思想』、勁草書房、一九八七年。
、
、
、
（釦）シエイエスは、一八一一一○年の七月革命によって．くりに戻ることができ、一八一一一六年に八八歳で死んだ。革命のもぐらとあだ名
さ
れ
た
シ
エ
イ
エ
ス
に
も
、
一
人
だ
け
怖
い
人
物
が
い
た
ら
し
い
。
最
晩
年
に
呆
け
て
し
ま
っ
た
彼
は
、
召
使
い
に
、
「
も
し
も
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
さ
んがやって来なさったら、私は家に居ないと言っておくれ」、と命じたという。【ｐｍｏ－ｐｍ亘８．畳・》己．、窪》］・二・日可・ヨロの○日》
旧
偏
員
ｓ
ｍ
ａ
（
言
。
§
＆
容
三
冨
員
ご
＄
》
己
．
Ｅ
・
（鍋）宅口三Ｃ穴．。、．三・．ロロ・］」１ヨーン・少巳仰旦画ミミ『⑮己・ミ｛§②号（ロ宛、己ミミへ§、、§目言》］①○］》己ロ・＄千＄』》］・
●冨巨己の》旧のの⑦一同・己言》言』鳥②量三宮蔦のミミミ②ミミ・ミロ困冒亘吻》］のｓ弓・田１ｍ』・
（狐）勺旦ユ○丙・ＣＣ・亘（・》ごロ・］「－ｍ①》司・団日ご巴》旧ののＣのロ貝の切目。ご厨、ご凹己の》ご昶邑旦図旦謹８』（ＣＱ鳥》己己・塁の－四ｍｍ・ブリュネル
は、．〈トリックとの相違点を明示している。
（弱）㈲９口○戸）。、・貝（・》己己・図①’四つ。
／￣、／￣、／￣、／￣、／￣、／~、'－，
２８２７２６２５２４２３２２
、_ンミーン、＝"、－／、＿〆、－ノ、＝〆得①『ロ。シ・
Ｑ庁・ロ四『シ・の○す。巳マドロ宛、こ○（ミミ葛「、自苫ヘミ馬・］①、四・つ・国三・
丸
山
真
男
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
初
版
上
巻
、
未
来
社
、
一
九
五
六
年
、
一
二
三
頁
。
］・の。□の●す○斤》い⑮勿目園『）『員（○苫②ａ⑮旨、、ロョ尽助Ｓら｝自記ごミミ一○冨旦｝》同ミ茸『の》、。のｇ・〉］①霊）ロ．、三・
前川貞次郎「フランス革命における独裁機構」、猪木正道編『独裁の研究』所収、創文社、一九五七年、一四三’一四四頁。
用・Ｐの、『四口』》伊自記、ごＣ一員『○琶已白菖的｛ｐｍＣミミ⑮》ｏＣ冨烏員（○琶菖史吻〕．「ロ８ｓ言い恩②＆只貝②ご骨のの⑪）ごロ・］Ｃ「【〔。
シ・【口の。旨の六一》□（ａ（§冨巳、⑮亘巴の。召己⑮員一○苫蔦房》』【ロのｇｏ巳の⑫》ご］①－ご］①．
シ・勺日【－０戸》弓呑⑮弓〔、苫。●「二⑮、（『吻（、忌菖冬宛Ｑ甘＆（（、》、）一茸（日（』【（明ミ冨、ミ②ミニＱ》ヘミご巷具ＤＣ冨己のミご苫ミ●』「窟．
一
七
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／~、￣〆~、／~、／－，
４９４８４７４６
、-〆￣_ソ、－〆、＿〆
（岨）柴田一一一千雄「バブーフの陰謀』、岩波書店、一九六八年、一○一’一○三頁。
（側）Ｃ后巳①ぐ①巳庁》日庁・口計・》ロロ・桿巴ｌ思い・
（必）柴田一一一千雄、前掲書、二一八’一一二一頁。
（
妬
）
辰
野
隆
氏
は
、
そ
の
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
夜
話
』
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
○
年
、
に
お
い
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
恩
赦
を
受
け
る
こ
と
を
い
さ
ぎ
よ
し
とせずに流刑のままで死んだピョ・ヴァレンヌを、「徹底的なテロリストとして終始した」種の「傑物」として描いている（一
二’一四頁）。ただし、辰野氏が、ビョ・ヴァレンヌの流刑地を「南洋のタヒチ島方面」と記しているのは明らかな誤りであり、
また、「彼の妻はさびしい生活にあきあきして、。くりの空が恋しくなった。そこで夫と離婚して都に帰ってしまったんです。と
ころが．くりで暮しているうちに、彼女はようやく夫を捨てた軽挙を悔むようになった。で、よりをもどそうとして、再び一緒に
なってもらいたいと嘆願したのですが、……」と述べているの屯甚だ疑わしい。彼とその妻とのいきさつについては、尻巨の。旨の亘
〆■､'－，〆￣、／－，
４１４０３９３８
、=〆、＿ﾉ、.”、_〆
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（鍋）惠書茸の菖冒号（一§ａミミミ言覺》岳・］、》冨寅己・菌の．なお、ルイの罪状についてのこの表現は、討議の過程で若干の
差があり、投票終了後の議長の結論では、「かくて国民公会は、ルイ・力．〈が、自由に対する侵害と国家の安寧に対する陰謀と
のかどにより、有罪であると宣言する」、となっている。葭菖・》ｂ』臼・
（訂）この票決における賛否の票数については、モニトゥールでは、反対四二四、賛成二八一一一、となっているが（ご・旨い）、．〈トリッ
クは四一一五対一一八六と算えており（ロ・の②）、ソブールは四一一六対二七八と記しており（９．三・》己・画冨）、その相違の理由はさし
あ
た
り
明
ら
か
で
な
い
。
○、．（茸・》己．、ヨ
である。
の○す○口』》○℃・ａ勲．》ロ・』の①。
●席・）屍・罰・句昌己①Ｒ・円ミニ烏「『ｓ◎冗員、＆〉＄室・で己・四ｍｍＩい①①．
公安委員会のメンバーの異動については、］・言：の旨》』ミロミミ号一ｓ宛、己ミミご苫ゴミ（ａ馬》ご＄）ロロ・山邑‐路四・
Ｃ斤巳①く①口唇）、耳・○拝・】己・衿の』。
□】の巨］のぐの巨岸》仰目・●牌・》己・骨、の。
こ
の
五
名
は
、
九
三
年
春
に
前
線
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
が
、
デ
ュ
ム
リ
エ
の
裏
切
り
に
よ
っ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
に
引
き
渡
さ
れ
て
投
獄
さ
れ
た
の
二国○冨茸の篭哉□
『。（＆・や己。、□吟 ロ・困山、。
一
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